
2

3

1960

4



5 6

7 8





 
 

令和 ７ 年度 となみ散居村学習講座 
 

 

 と な み 散 居 村 を 学 ぶ  
 

 

＜ 第 ２ 回 ＞  

・期 日  令和７年７月１９日（土） １３時３０分～１５時００分 

 

・テーマ   ～となみ散居村の安心づくり資源～  

「 民具を活用した回想法について 」 

 

・講 師    氷見市立博物館長 

兼 氷見市教育委員会文化振興課長 

                     小 谷  超  氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
主催 となみ野田園空間博物館推進協議会・となみ散居村ミュージアム 

 

箱ご膳：食 

つぶら：住 

どげん：衣 



 
 

 

 

 

1 講座趣旨 

 

 

 

 

 

 

２ 後  援  砺波散村地域研究所 

 

３ 会  場  となみ散居村ミュージアム情報館・研修室 

 

４ 講師紹介  昭和４２年 氷見市生まれ 

 

平成２年 大谷大学文学部史学科卒 

同 年 氷見市役所入庁 

平成８年 教育委員会生涯学習課の配属、氷見市の文化財保護に携る。 

以降、文化財保護行政及び博物館運営業務に従事する。 

令和５年 氷見市立博物館 館長 

現在は、文化振興課長を兼ねるとともに、氷見市第九合唱 

団の事務局長として氷見市の芸術文化面をも支えている。 

 

研究分野 氷見出身の幕末の剣豪「斎藤弥九郎」、「氷見の万葉」、 

「論田・熊無の藤箕製作技術」、「地域回想法」等 

 

令和６年 真宗大谷派 廣西寺住職 

 

５ お知らせ（１）受講は事前申し込み制とします。 

（２）受講料５００円の講座では、お一人、年間通算２,０００円を上限と 

します（つまり、講座５回目以降の受講は無料となります）。 

なお、見学会等の参加料は別枠とし、その都度、参加料をお知らせします。 

 

６ 次回以降の講座計画 （１０月まで。日程・内容は変更する場合があります。） 

期 日 テ  ―  マ（○は受け付け中） 

８月 ９日(土) 
〇 「考古学が立証する富山県西部の地震歴」 

(公財)県文振興財団 埋文調査課 副主幹 越前 慎子 氏 

９月２０日(土) 
〇 「農業土木が支えた砺波平野の開発史」 

砺波郷土資料館学芸員 清水 麻美 氏 

９月２７日(土)  ※庭木剪定講習会（一般向け） 

１０月１１日(土) 
  万葉集から読み取る 大伴家持のとなみ野 

高岡市万葉歴史館 図書情報課長 関 隆司 氏 

※は、受講料は 1,０００円となります。 

 

砺波平野の散居村および周辺における歴史、文化、地域社会の現状

などに関する学びを通し、地域理解を深めるとともに、全国に誇りうる

散居村の魅力を発信し、ついては、望ましい形の景観保全と活性化に

つなげる。 


